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第１. 前回幹事会以降の経過報告 

１ 会長等出席行事 

月  日 行 事 等 対 応 者 

2 月 26 日（金）

～3月 4日(金) 

IAP Conference on Science Advice & General Assembly

（南アフリカ共和国・ケープタウン） 

花木副会長 

2 月 27 日（土）

～3月 4日(金) 

IAP Conference on Science Advice & General Assembly

（南アフリカ共和国・ケープタウン） 

大西会長 

3 月 5 日（土） 日本学術会議公開シンポジウム「若手研究者養成とジ

ェンダー」（日本学術会議講堂） 

井野瀬副会長 

3 月 10 日(木) 総合科学技術・イノベーション会議有識者会合 大西会長 

3 月 16 日(水) 日本学術会議公開シンポジウム「原子力総合シンポジ

ウム：福島第一原発事故から 5年を経て」（日本学術

会議講堂） 

大西会長 

3 月 16 日（水） アジア若手科学者会議 2016（日本学術会議 6-A 会議室） 花木副会長 

3 月 17 日（木） 総合科学技術・イノベーション会議有識者会合 大西会長 

3 月 17 日（木） 第 1回科学技術イノベーション政策推進専門調査会 大西会長 

3 月 24 日（木） 総合科学技術・イノベーション会議有識者会合 大西会長 

（注）部会、委員会等を除く。 

 

２ 委員の辞任 

〇地球惑星科学委員会 地球惑星科学国際連携分科会 

蒲生 俊敬（平成２８年２月１６日付） 

 

第２. 各部・各委員会報告 

 

１ 部会の開催とその議題 

 

（１）第三部拡大役員会（第１４回）（３月２４日） 

①次回の第三部会、総会について 

②旅費・手当の不足の対応策について 

③夏季部会、市民公開講演会について 

④査読状況について 

・分科会の提言等の手続の確認について 

・メール審議の方法について 

・英語版の記録等の査読方法について 
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⑤「大型計画マスタープラン」について 

⑥その他（理学工学系学協会連携会の議題） 

 

２ 幹事会附置委員会の開催とその議題 

 

（１）広報委員会（第１回）（３月４日） 

①広報委員会の運営（職務）について ②役員の選出について 

③『学術の動向』編集委員会委員の委嘱について 

④『学術の動向』への編集・企画について ⑤その他 

  

３ 機能別委員会の開催とその議題 

 

（１）科学者委員会 学術の大型研究計画検討分科会（第１３回）（２月２９日） 

①審査プロセス等について ②その他 

 

（２）科学者委員会（第２１回）（３月１０日） 

①科学者委員会運営要綱改正の件 ②協力学術研究団体の指定の件（3件） 

 

４ 分野別委員会の開催とその議題 

 

第一部担当 

 

（１）政治学委員会（第６回）（２月２６日） 

①提言について ②その他 

 

（２）第一部 総合ジェンダー分科会（第３回）（３月５日） 

①公開シンポジウムについて ②今後のシンポジウムの予定について 

③今後の分科会の予定について ④その他 

 

（３）史学委員会 歴史資料の保存・管理と公開に関する分科会（第３回）（３

月５日） 

①常総市の被災資料について ②「公文書管理法」５年見直しについて 

③日本学術会議所蔵アーカイブスについて ④その他 

 

（４）言語・文学委員会 文化の邂逅と言語分科会（第５回）（３月７日） 

①提言等について ②今後の進め方について ③その他 

 

（５）第一部 科学と社会のあり方を再構築する分科会（第５回）（３月１７日） 
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①提言作成に向けての討議  

②ヒアリング 

 総合科学技術・イノベーション会議 原山 優子 議員 

③その他 

 

（６）法学委員会 「学術と法」分科会（第５回）（３月１８日） 

①報告 

（ⅰ）那須委員「“Academic Freedom”をめぐる近年の英米の議論をめぐって」 

（ⅱ）佐藤委員「法科大学院アンケート案の検討」 

②その他 

 

（７）心理学・教育学委員会 社会のための心理学分科会（第５回）（３月２０

日） 

①公開シンポジウムの開催について ②今後の活動について ③その他 

 

（８）地域研究委員会 多文化共生分科会（第４回）（３月２０日） 

①シンポジウム計画について ②その他 

 

（９）地域研究委員会 人類学分科会（第４回）（３月２０日） 

①公共をめぐるシンポジウム計画について ②その他 

 

（10）経済学分科会 ワーク・ライフ・バランス研究分科会（第６回）（３月２

２日） 

①シンポジウムについて ②提言案について ③その他 

 

（11）言語・文学委員会 古典文化と言語分科会（第４回）（３月２２日） 

①報告 

（ⅰ）「文献から遡る最古の日本語の体系」小倉 孝誠 委員 

（ⅱ）草稿から作品へ―近代フランス小説の場合」木田 章義 委員 

②平成 28 年度分科会日程について ③その他 

 

（12）心理学・教育学委員会 脳と意識分科会（第５回）（３月２２日） 

①報告事項 

（ⅰ）今年度のシンポジウムについて 

（ⅱ）第 23 期学術のマスタープラン 2017 について 

②審議事項 

（ⅰ）マスタープラン 2017「融合社会脳研究センター（案）」についての検討 
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（ⅱ）今後の分科会の活動について （ⅲ）その他 

 

（13）心理学・教育学委員会 健康・医療と心理学分科会（第３回）（３月２３

日） 

①公認心理師の養成カリキュラムについて ②その他 

 

第二部担当 

 

（１）基礎生物学委員会・統合生物学委員会・基礎医学委員会合同 分子生物学

分科会（第４回）（２月２６日） 

①ポスドク問題及び卓越研究員制度をテーマとした 

日本学術会議フォーラム開催について 

②その他 

 

（２）基礎生物学委員会・統合生物学委員会合同 動物科学分科会（第８回）（３

月１日） 

①国立自然史博物館設立の提言関連 ②マスタープラン 2017 への応募関連 

③その他 

 

（３）農学委員会・食料科学委員会合同 農学分野における名古屋議定書関連検

討分科会（第５回）（３月４日） 

①提言たたき台の検討 ②その他 

 

（４）農学委員会 育種学分科会（第３回）（３月７日） 

①Ｉ大型研究計画提案について 

②関連分科会の活動状況について 

（名古屋議定書関連検討分科会、農学分科会、遺伝子組換え分科会、遺伝資源

分科会、植物学分科会、遺伝学分科会、畜産学分科会、その他） 

③育種学分科会 23 期提言、シンポジウムについて ④その他 

 

（５）基礎医学委員会 ＩＵＰＨＡＲ分科会（第４回）（３月９日） 

①WCP2018 開催準備について 

 （ⅰ）日本学術会議への共同主催申請について 

 （ⅱ）プログラム提案状況と今後プログラム編成スケジュールについて 

 （ⅲ）2016 年中の対応事項について 

②その他 
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（６）農学委員会 農学分科会（第５回）（３月２２日） 

①生産農学における学部教育のあり方（たたき台）の検討 ②その他 

 

（７）基礎医学委員会 ＩＵＰＳ分科会（第３回）（３月２３日） 

①IUPS2017 ブラジル大会及びプログラム委員会、次期総会について ②その他 

 

第三部担当 

 

（１）材料工学委員会（第６回）（２月２６日） 

①報告 

（ⅰ）第三部拡大役員会審議事項報告 （ⅱ）分科会活動報告 （ⅲ）その他 

②審議事項 

（ⅰ）大型マスタープランに関する件 （ⅱ）シンポジウム開催に関する件 

（ⅲ）学協会連携強化策に関する件 （ⅳ）その他 （ⅴ）次回会議日程 

 

（２）土木工学・建築学委員会 地方創生のための国土・まちづくり分科会（第

７回）（３月１日） 

①地方創生と土地利用変革の議論 ②今後の方針について 

 

（３）材料工学委員会 材料工学ロードマップのローリング分科会（第４回）（３

月１日） 

①ロードマップの纏め方について 

（ⅰ）纏める単位項目について 

（ⅱ）社会インフラ材料―メインテナンス―を例にした具体化について 

②今後の進め方について（シンポジウム、提言・報告など） 

③次回日程の調整 ④その他 

 

（４）物理学委員会 ＩＡＵ分科会（第５回）、物理学委員会天文学・宇宙物理

学分科会（第５回）合同分科会（３月２日） 

〇ＩＡＵ分科会 

①ＩＡＵ活動について報告 ②ＩＡＵ活動の活性化に向けて ③その他 

〇天文学・宇宙物理学分科会 

①火星衛星サンプルリターン計画について 

②大型計画マスタープランについて ③その他 

 

（５）情報学委員会 国際サイエンスデータ分科会（第５回）（３月４日） 

①CODATA・WDS・データ拠点各小委員会の活動報告 ②その他 
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（７）情報学委員会 安全・安心社会と情報技術分科会（第４回）（３月８日） 

①大型研究計画のマスタープランについて ②提言について ③その他 

 

（８）総合工学委員会・機械工学委員会合同 力学基盤工学分科会（第３回）（３

月８日） 

①委員名簿の確認及びメールアドレスの共有について 

②第２回及び第３回理論応用力学シンポジウムについて 

③力学の深化・統合化と展開及び力学の教育について ④その他 

 

（９）総合工学委員会・機械工学委員会合同 工学システムに関する安全・安心・

リスク検討分科会 老朽および遺棄化学兵器の廃棄に係るリスク評価と

リスク管理に関する検討小委員会（第５回）（３月９日） 

①話題提供 

  提供者：水野委員「砒素の最終処分について」 

  提供者：古崎委員「中国現地の最近の状況について」 

②その他 

 

（10）情報学委員会 ユビキタス状況認識社会基盤分科会（第３回）（３月１０

日） 

①1/12 日に開催された情報学委員会及びユビキタス状況認識分科会の報告 

②オープンユビキタスデータの収集／流通／分析技術、プライバシー・エンハ

ンスメント技術、セキュリティ技術、データ所有権の動向について 

③分科会からの提言について ④その他 

 

（11）物理学委員会 物性物理学・一般物理学分科会（第３回）（３月１１日） 

①報告事項 ②今期の活動について（ワーキンググループの活動について） 

③その他 

 

（12）総合工学委員会 原子力事故対応分科会（第３回）、総合工学委員会 原子

力事故対応分科会 福島第一原発事故調査に関する小委員会（第９回）合

同会議（３月１６日） 

①小委員会からの報告 

②今後の進め方に関する議論（提言・報告・記録とそれらの英文版、シンポジ

ウム、学術の動向ほか） 

③その他 
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（13）土木工学・建築学委員会 土木工学・建築学企画分科会（第６回）（３月

１７日） 

①第 23 期各分科会の活動報告 ②学術の大型研究計画について 

③その他（シンポジウム、講演会等） ④次回の予定 

 

（14）総合工学委員会・機械工学委員会合同 計算科学シミュレーションと工学

設計分科会 計算音響学小委員会（第４回）（３月２３日） 

①講演「楽器の振動エネルギー伝搬から学ぶ機械の静粛化」 

神奈川大学 山崎徹先生  

②講演「境界要素法を用いた音場形状最適化問題の解析におけるトポロジー導

関数とトポロジー最適化への適用例」 

名古屋大学 松本敏郎先生  

 

５ 課題別委員会の開催とその議題 

 

（１）東日本大震災復興支援委員会 原子力発電所事故に伴う健康影響評価と国

民の健康管理並びに医療のあり方検討分科会 原子力発電所事故被災住

民の「二重の地位」を考える小委員会（第５回）（３月１５日） 

①審議の取りまとめの方向について ②その他 

 

（２）東日本大震災復興支援委員会 原子力発電所事故に伴う健康影響評価と国

民の健康管理並びに医療のあり方検討分科会拡大役員会（第１回）（３月１

８日） 

①小委員会の活動報告 ②公開シンポジウムの共催について 

③今後の分科会の方針について ④意思の表出について ⑤その他 

 

（３）オープンサイエンスの取組に関する検討委員会（第８回）（３月１８日） 

①アンケート結果 

②オープンイノベーションに向けた議論 

  内閣府、RDA シンポジウムでの発表報告 

③その他 

 

６ 若手アカデミーの開催とその議題 

 

（１）若手アカデミー 運営分科会（第４回）（２月２９日） 

①アジア若手科学者会議について（副代表 狩野氏・国際分科会 北村氏） 

②若手アカデミー総会について（幹事 住井氏・隠岐氏） 
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③各分科会の状況について ④来年度の日程等について（代表 上田氏） 

⑤その他 

 

（２）若手アカデミー会議（第３回）（３月１７日）（３月１８日） 

①「学問の消滅と生成」に関連したワークショップ 

②各分科会等からの報告 ③若手アカデミー決定案について 

④今後の若手アカデミー活動について ⑤その他 

 

（３）若手アカデミー 若手科学者ネットワーク分科会（第３回）（３月１７日） 

①メーリングリスト登録呼びかけメールの送付について 

②若手科学者サミットの開催について ③その他 

 

（４）若手アカデミー イノベーションに向けた社会連携分科会（第３回）（３

月１７日） 

①公開シンポジウム（地方開催）について ②広報について ③その他 

 

（５）若手アカデミー 若手による学術の未来検討分科会（第２回）（３月１７

日） 

①学術の未来の今後の活動内容提案・審議 

②シンポジウムの登壇者及び議論内容提案・審議 ③その他 

 

（６）若手アカデミー 国際分科会（第１回）（３月１７日） 

①役員の選出について ②国際分科会の今年度の実績について 

③国際ネットワークの拡充について―来年度以降の方向性― 

 （ⅰ）Global Young Academies との連携 

    [含・来年度の代表派遣（GYA 総会２名） 

 （ⅱ）アジアにおけるネットワーク拡充―アジア会議の議論を踏まえて― 

④平成 28 年度のその他の分科会の活動について 

 （ⅰ）主に国内での国際活動 （ⅱ）STC フォーラム等 

⑤その他 

 

７ サイエンスカフェの開催 

 

日 時：３月１３日（日）１５:００～１６:３０ 
場 所：北海道 三省堂書店札幌店ブックス＆カフェ UCC (JR 札幌ステラプレ

イス 5階) 
テーマ：「カムチャッカと北海道の森にみられる植物たちの『これが私の生きる



9 

 

道』」 
ゲスト：原 登志彦（北海道大学低温科学研究所教授） 
司会：葛西 奈津子（CoSTEP 特任准教授・スポーツ＆サイエンスライター） 
 

日 時：３月１８日（金）１８:３０～２０:３０ 
場 所：東京 サロン・ド・FUZAMBO Folio 
テーマ：「数学のエスプリ・再 「教育数学」、一数学者の教育談義」 
ゲスト：岡本 和夫（独立行政法人大学評価・学位授与機構理事） 
コーディネーター：室伏 きみ子（日本学術会議連携会員、お茶の水女子大学

長） 

 
８ 総合科学技術・イノベーション会議報告 

 

１.本会議 

なし 

 

２.専門調査会 

 ３月１７日  第 1 回科学技術イノベーション政策推進専門調査会  出席 

 

３.総合科学技術・イノベーション会議有識者議員会合 

３月 ３日  欠席 

３月１０日  出席 

３月１７日  出席 

３月２４日  出席 

 

９ 慶弔 

 

・慶事 

 

日本学士院賞 ３月１５日発表 

【日本学士院賞】  

河岡 義裕（連携会員（第 20-21,22-23 期）） 

西田 栄介（元連携会員（第 20 期）） 

井上 博允（元連携会員（第 20-21 期）） 

北川  進（会員（第 22-23 期）、元連携会員（第 21-22 期） 
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三品 昌美（連携会員（第 22-23 期）、元会員（第 20-21 期）） 

 

【日本学士院エジンバラ公賞】 

松岡  信（元連携会員(第 20 期)） 

 

・ご逝去 

 

  鴻   常夫（おおとり つねお） 平成２８年３月１７日 享年９１歳 

  元会員（第13期） 東京大学名誉教授 

 

10 インパクト・レポート 

 

提言「神宮外苑の環境と新国立競技場の調和と向上に関する提言」 

インパクト・レポート 

 

１ 提言内容 

2020 年に開催されるオリンピックの新国立競技場の建設にあたって、歴史

ある神宮外苑の環境に調和するよう、以下の提言を行った。 

 

提言１ 人工地盤を見直し、神宮の森の生態系の特質を踏まえ、大地に根ざし

た水循環を可能とする「本物の森」を創り出す。 

提言２ 渋谷川の清流を復活させ、熱環境・景観の改善をはかり、健全な水循

環を回復し、生態系の回廊を形成していく。 

提言３ 水と緑の神宮外苑再生と将来ヴィジョン策定委員会を立ち上げる。 

 

２ 提言の年月日 

平成２７年４月２４日 

 

３ 社会的インパクト 

(1)政策 

この提言は、NHK ほか、ＮＮＮ「NEWS ZERO」により、平成２７年４月２

４日に放映され、大きな反響を呼んだ。平成２７年７月１８日には、新国立

競技場計画の白紙撤回が安部首相より表明された。その後、速やかに代替案

の検討が内閣官房を中心として行われることになり、新たな公募要領の参考

提言として、学術会議の提言が、掲載された。 

(2)学協会・研究教育機関・市民社会等の反応 
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市民社会からの反応が極めて高く、各種新聞、雑誌を通して、計画案の白

紙撤回にむけた世論の形成に大きな寄与をした。 

 

４ メディア 

 ・東京新聞（平成２７年４月２５日朝刊２面） 

   

５ 考察と自己点検 

旧計画を白紙撤回するに至った点については、本提言は大きな役割を果た

した。その理由は、一過性のものではなく、神宮の杜１００年の歴史及び学

術調査を踏まえた提言であったことが、大きな理由であったと考える。 

しかしながら、新たな案については、２案のみの公募となり、選定された

案は、学術会議の提言を反映していない案が、最終的に決定された。このた

め、分科会としては、第二次提言をすべく、鋭意、検討を重ねている。 

 

インパクト・レポート作成責任者 

             環境学委員会都市と自然と環境分科会委員長 

 石川 幹子 
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